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ＳＯＭＰＯホールディングスグループの概要

・損保ジャパンを主力に国内外の保険事業、介護事業などを展開
・グループ従業員数 約８万人

国内損保
事業

海外保険
事業

介護・
ヘルスケア

事業

国内生保
事業
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～企業の原点～ １８８８年 東京火災創業

・東京火災消防組は国から正式認可された唯一の私設消防組

損害保険

社会的課題の解決

ＣＳＲ／ＳＤＧｓと
非常に高い親和性

・江戸の火消しの心意気
（お客さまを守る／街の課題を解決する）が創業精神。
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◆１９９２年６月 「環境と開発に関する国連会議
（地球サミット）」＠リオデジャネイロ

経団連ミッションの団長として当時の社長が参加

◆１９９２年１０月 地球環境室(国内金融機関初)

当社ＣＳＲのあゆみ

２１世紀は
環境とNGOの時代になる
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当社ＣＳＲの目指す姿

グループＣＳＲビジョン

ＳＯＭＰＯホールディングスグループは、未来に向けた対話を通じて
ステークホルダーと積極的にかかわりあいながら、高い倫理観の

もと国際的な行動規範を尊重し、気候変動や生物多様性などの環境問題、人権や
ダイバーシティ、地域社会への配慮などを自らの事業プロセスに積極的に組み込む
とともに、社会に対して透明性の高い情報を積極的かつ公正に開示していきます。

また、常に一歩先を見据えて、社会の安心・安全・健康に資する商品・
サービスの提供をすることで、ソリューションプロバイダーとしてレジリエントで

持続可能な社会の実現に貢献していきます。
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グループCSR重点課題

①金融機能やデジタル技術などを活かした革新的な商品・サービスの提供

②人材育成を意識したＮＰＯ／ＮＧＯなどをはじめとするさまざまなステークホルダーとの連携
③継続的に支援し、培ってきた文化・芸術を通じた取組み

１

２

３

４

５

防災・減災への取組み

健康・福祉への貢献

地球環境問題への対応

よりよいｺﾐｭﾆﾃｨ・社会づくり

ダイバーシティの推進・啓発

目
指
す
姿

防災・減災に資する商品・サービスなどの提供やさまざまな組織との
協働プロジェクトを展開し、人々が安心・安全に暮らせる社会の実現に
貢献している。

質の高い介護・ヘルスケアサービスなどの提供や健康・福祉の増進に
資するプロジェクトを展開し、あらゆる人々がよりよく生活できる社会の
実現に貢献している。

気候変動への適応と緩和、生物多様性の保全などにバリューチェーン
で対処し、新しいソリューションを提供することで、持続可能な社会の
実現に貢献している。

社会貢献活動や地域の文化振興に資する活動などを通じ、ステーク
ホルダーからもっとも信頼される企業グループとして、よりよいｺﾐｭﾆﾃｨ
・社会の実現に貢献している。

基本的人権を尊重し、多様な個性を認め、ダイバーシティを推進する
ことで、社員を含めたステークホルダーが活躍できる社会の実現に
貢献している。

３つの重点アプローチ
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グループCSR推進体制
（サステナビリティ・CSR協議会）

ＥＳＧ／サステナビリティへの対応をグループベースで促進し、
各事業・各社における主体的な取組みに貢献することを目的
とし、2020年4月に体制を改編。
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事例紹介①：市民のための環境公開講座

・１９９３年～NPOと企業の協働事業の先駆けとして、損保ジャパン、
ＳＯＭＰＯ環境財団、日本環境教育フォーラムで共催。

・累計２６，０００人以上が参加。
・ ２０２０年はオンライン開催。約３７００人中約４００人が社員。

× ×
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事例紹介②：食品ロス対策費用保険

フードバンク
セカンドハーベスト・ジャパン①輸送中

保険事故発生

（寄贈の場合）
③合意書締結 施設

廃棄所

⑥廃棄処理
（費用発生） 家庭

団体

②品質管理責任者によ
る可食部分の処分方法
（寄贈・廃棄）の選択 ⑤寄贈

⑦保険金の支払い
費用保険金（④⑥の費用を補償）

食品事業者

（お客さま）

④食品の寄贈
（費用発生）

支援先

損保ジャパン

①´損害認定
②´処分方法認定

・「市民のための環境公開講座」を受講した社員が開発。
・2019年10月～食品ロス削減に寄与する費用保険を販売開始。（業界初）
・食品輸送時の事故により市場価値を失った食品を、フードバンク

セカンドハーベスト・ジャパンへ寄贈。寄贈にかかる費用を保険金で補償。
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事例紹介③：地域貢献プロジェクト

・お客さまに「Web証券」や「Web約款」を選択いただいた場合や
事故時自動車の修理にリサイクル部品を活用いただいた場合、
削減コストの一部を原資にNPO／NGOとの協働プロジェクトを展開。

・お客さまの選択にESDの要素を組み込み、行動変革を促す。
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事例紹介④：SAVEJAPANプロジェクト

・日本NPOセンター・各地のNPO支援センター・環境団体と協働し、
自然環境に関心を持つ機会を市民に提供。

・次世代育成を意識したNPO基盤強化。
・のべ861回開催、45,487人参加。(2020年3月末時点)
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事例紹介⑤：防災ジャパンダプロジェクト

・東日本大震災の際、社員の声からうまれた防災教育活動。
・2016年～ＮＰＯ法人プラス・アーツ、愛知人形劇センターとの

協働で、「体験型防災ワークショップ」と「防災人形劇」を展開。
・累計5万人以上が参加。（2020年3月末）
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事例紹介⑤：防災ジャパンダプロジェクト

当社公式ウェブサイトにて動画公開

小学校での授業の様子
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事例紹介⑥：インドネシア交通安全プロジェクト

事業名 西ジャワ州における子どもたちと青少年のための交通安全事業

事業目的
交通インフラの改善や交通安全に関する知識の向上と実践により
、西ジャワ州バンドン市の子供の交通安全状況を改善する

対象国・地域 インドネシア共和国 西ジャワ州バンドン市周辺

事業期間

①事業調査 2014年4月1日～9月30日

②事業実施 2014年10月1日～2018年3月31日

③事業評価 2017年9月1日～2018年3月31日

受益者
対象の30校の生徒9,000人、教員60人、校長30人、保護者9,000
人、学校運営委員等のコミュニティメンバー150人、政府関係者25
人

インパクト評価
Social Return On Investmentによるインパクト評価を実施

ＳＲＯＩ＝２．７３
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事例紹介⑥：インドネシア交通安全プロジェクト
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社員寄付によるESD支援「CSOラーニング制度」

・2000年から、「木を植える人を育てる」という理念のもと、
大学生・院生を環境CSOに8か月間インターンシップ派遣。

・グループ役職員有志による寄付金を原資とする。
・のべ1,000名以上卒業。2019年からインドネシアでも展開。

SOMPO
環境財団

大学生
大学院生

派遣先
CSO
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社員一人ひとりが行う社会貢献活動

◆全役職員がメンバーであるボランティア組織。
◆全国各地で代理店などとも協働し、地域のニーズや

特性にあったボランティア活動を継続実施。
◆森林保全活動や地域清掃、車いすの整備・清掃、

フードバンクへの寄付など

ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部

ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部社会貢献ファンド

◆役職員有志が毎月の給与から一口100円以上の任意金額を寄付。
◆「メンバーのボランティア活動」や「NPO団体等への寄付」

「広域大規模災害発生時の支援」に活用。

＜コロナ禍の取組み＞
新潟支店の社員76人がフェイスシールド500枚を
製作し、新潟県医師会へ寄付。
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まとめ

・1990年代から環境とＮＧＯの世紀に向けて企業としても関わっていくと宣言

・「木を植える人を育てる」ことをコンセプトとして環境財団の設置をはじめとし、

一貫して人材育成・ＥＳＤへ取り組み。

・ＮＰＯ／ＮＧＯなどをはじめとするステークホルダーとの連携を重視。




